
 

 

３．開口モードアドミタンスおよび等価回路の導出 

 平面接合回路と平面導波路の結合度が得られると，入力(#j)側平

面導波路から電圧励振されたとき，平面接合回路の内部モードアド

ミタンスと結合度から出力(#i)側平面導波路の電流振幅が次式で得

ることができる． 

 

 

 

 

 

 

 

 
したがって，開口モードアドミタンスは式(9)に示すように勾配場と

回転場の和で与えられ，アドミタンス型等価回路を図 1 に示す．勾

配場では， (m,n)次の固有電流モードの共振周波数m,n に対応する

LC 直列共振器が結合度を表す理想変圧器を介して入出力側の多線

条伝送線路と接続される．同様に回転場では， (m,n)次の固有電流

モードに対応するインダクタンス Lk（k=0 のときは L0）が理想変圧

器を介して入出力多線条線路と接続される． 

(a) 反射係数の考慮モード次数に対する収束性 

 

(b) 透過係数の考慮モード次数に対する収束性 

図 2 方形導波管 H 面直角曲がり回路の周波数特性 

４．方形導波管直角曲がりの計算結果 

 接合型不連続問題の一例として，一辺 a=b=15.79 [mm], 高さ 

d=7.89[mm]の正方形接合回路で構成された方形導波管直角曲がり

の反射及び透過係数特性を図 2 に示す．同時にモードインピーダン

スより計算した電力散乱係数も示す．平面接合回路における考慮

モード次数(m,n)は(5×5), (20×20), (100×100)と増やすにしたがっ

て，アドミタンスとインピーダンスの結果は一致してくることがわ

かる．入力側導波管より TE10 モードを励振したとき，直角曲がり

における動作時の電流密度分布を図 3 に示す．図 3(a)に通過域

f=13[GHz]，図 3(b)に阻止域 f=17.8 [GHz]の特性を示す． 

５．むすび 

接合回路型不連続問題を解析的に取り扱う方法として方形導波

管直角曲がりについて適用した結果を報告した．平面導波路と平面

接合回路の接続部を短絡境界としたときは，ベクトル場である勾配

場及び回転場の固有電流モード及び直列共振器から構成されるアド

ミタンス型等価回路に基づく手法で特性が記述できる． 
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(a) 通過域(f=13[GHz])  (b) 阻止域(f=17.8[GHz]) 

図 3 TE10 モード励振時の電流密度分布 
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